
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2 回 理事会  

日 時 平成 31 年 5 月 10 日 19：30～22：00 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、 

大石勝規、小柳 傑、志岐浩二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）平成 30 年度事業報告について 
  平成 30 年度の事業、未実施である事業は総会資料参照。長崎理学療法についてはこれまでも三役の

目を通らず発行されており、組織としてのエラー。今後改善していく。審議の結果、提案通り可決さ
れた。   

２）平成 30年度決算報告について 
平成 30年度の収入合計が 19,963,566 円で支出合計が 18,404,113 円、事業費計 10,012,272 円で公益
事業比率は 54.4%となる。当期の繰越金額が 1,488,453 円、以前からの繰越金額が 8,551,758 円。正
味財産期末残高が 1000 万円超。賃借対照表で流動資産合計が 18,562,555 円、積み立てと電話加入権
合わせて資産合計が 19,238,211 円だが、前受金の 9,198,000 円は 3月に会費が入ってきた来年度分の
もので、それも含まれている。緊縮した上で未実施だったこともあり、年度末には繰り越し金が発生
した形。このままだと毎年 250 万円ずつ減り、10 年先を見越した財政運用のためにはそれなりの会費
収入が必要になる。審議の結果、提案通り可決された。 

３）平成 31年度 長崎県理学療法士協会 定時総会 招集決議について 
本日の理事会で総会を開催する旨を決議する。開催日時は令和元年 6 月 2 日の 10:00 から。場所は松
藤プラザ「えきまえいきいきひろば｣3 階 11 号室にて。審議の結果、提案通り可決された。 

４）会費規程ならびに定款細則の改廃について 
定時総会の第 5 号議案に関し、会費規程の改廃決議を総会の審議案件として提出したい。会費規程の
変更点については資料参照。第 1 条、第 2 条、第 4 条、附則について変更あり。定款細則は理事会決
議となり、第 4 条の会費年額と附則が変更となる。審議の結果、提案通り可決された。 

５）財務処理規程の改廃について 
高橋財務部部長の異動と組織図変更に伴い文言修正あり。(資料参照)財務処理規定第 5 条の決算文書提
出方法、第 7 条の仮払いの振込先に会計責任者と班長を追加。附則についても修正。附則 1、2、3 と
あるが、日本理学療法士協会の規程では、同じ年度内に見直した場合、附則 1 から続けて 2 となる。
違う年度に見直したものは再び附則 1 からはじまる。この点を確認し、必要に応じて修正する。審議
の結果、提案通り可決された。 

６）『2019 年度臨床実習指導者研修会』の補正予算について 
     前回理事会で今年度の臨床実習指導者研修会を拡大する方向となった。講師を 2 人とし、講師手当と

交通費の合計 60,000 円の増額となる。審議の結果、提案通り可決された。   
７）新入会会員の承認について 

   入会 44名、休会 4 名、復会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）平成 30年度会計監査について 

4 月 26 日、東町事務所にて平成 30 年度の会計監査を実施。決算報告書、帳簿、領収書、通帳を監査
し、報告書は公正に管理運営されている。理事の行動についても不正行為等なく、適正に行われてい
る。監査考察として、各理事は各事業を予算内に抑える努力が為されている。財政で、繰越金を使い
ながらやっているということで、次年度も同じことになると考える。講師料など値上げの際、全体の
決算への影響をシュミレーションできていなかったことが考えられる。今後は考慮が必要。また財政
の適正化が必要。 

 ２）平成 31 年度 定時総会 タイムスケジュール等について 
6 月 2 日開催予定の定時総会について、タイムスケジュール、総会シナリオ、議長、議事録署名人、
臨時理事会、議案について検討。事業報告は井手副会長、収支決算は笹原理事が担当。その後大山会
長が統括。第 4 号を事務所所在地の変更、第 5 号を会費規程と変更し、第 4 号を小無田事務局長、第
5 号を大山会長が説明。報告事項 1)は井手副会長、2)は笹原理事、3)は笹原理事、4)は坂井総務部部
長、5)は小泉副会長が説明。選挙管理委員の変更について第 6 号議案に追加。除名決議についてその
他の議案に追加。その他報告事項として山下副会長より臨床実習について説明がある。 

３）理学療法士協会災害補償制度について 
      総会資料 p63 参照。当会ホームページにも専用のバナーを作成した。 



 ４）東町事務所 会議システムの導入について 
   4 月 22 日にソフトエージェンシーと打ち合わせを行い、内容を元に見積もりを頂いた。値段は高額に

なるが、WEB 会議用ノートパソコンについてはこちらにあれば必要ない。労務費については設置費と
アフターサービス、マニュアル作成、説明が含まれる。金額は一律だが、当会でできれば 250,000 円
は不要。継続して打ち合わせを行う。 

 ５）平成 31 年度 新卒者オリエンテーション終了報告について 
   4 月 21 日無事終了。(資料参照)残金は 38,310 円で、駐車場代に充てた。新卒者以外の新プロ受講者が

想定より多く、今後会場選定と時間調整が必要。 
 ６）第 1 回地区研修会について 
   決定した地区研修会の予定を報告。連盟活動を含めた役員の地区巡回について協力をお願いする。諫

早と県北地区が日程調整中。その他については議案書の通り。今後も日程調整をしていく。 
（３）その他報告事項 
 １）連盟研修会参加費について 

表記について、田中まさし先生が来られるということで、田中貴子先生を講師に開催予定。当初参加
費無料としていたが、前回は 3,000 円取って、今回は無料となる。連盟の研修会開催にあたり、参加
費徴収のルールや連盟年会費について決める必要がある。新人オリエンテーションで連盟入会金を徴
収しており、以前の連盟研修会で払っている人もいる。連盟定款では、入会金 2,000円、年会費 1,000
円となっているが、年会費は徴収していないのが実情。研修会では通常、会員は 2,000 円、非会員は
5,000 円徴収。ただし当日に年会費 1,000円を納めれば 2,000円で受講可能。今回は特例として入会金
を収めたものと青木先生講義の研修会を受講したものは無料。非会員の場合は入会金 1,000 円を払え
ば受講費は無料。過去の連盟研修会は参加費のルールがない。新人オリエンテーションで連盟の入会
金を集めはじめたのも 3 年前から。会員のリストがあれば無料で受講できる旨も連絡可能。今後連盟
として継続的に研修会を開き、会員のメリットを出すことが必要。16 日の研修会については会員
1,000 円、新プロを受ける人は 500 円とし、今後の課題として政策検討委員会も入って協議を行って
いく。 

２）PT の開業状況について 
開業する PT が増えており、協会で状況を把握するため情報収集していく。また広告についても過大な
ものがないかなど注意が必要。 

 ３）臨床実習について 
指定規則が変わり、通所、訪問でも 45 時間、約 1 週間実習を行うことになるが、そこにも臨床実習の
指導者が必要とのこと。情報が錯綜していることもあり、これからの臨床実習の流れなどもまとめた
形で研修会を開く必要がある。研修会を受ける必要性についても県士会から発信していく。理事の先
生方はじめ、意志の統一を図る必要あり。 

４）次回理事会について 
次回理事会は 6 月の総会後。その次は 7 月 13 日にアマランスにて拡大理事会となる。 

 


